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不易と流行と  ～８８年の伝統～ 

本日は、学校説明会に参加していただきありがとうございます。 

本校は、昭和 2 年大阪府立第十三高等女学校として誕生し、今年度で創

立８８年を迎えました。「古き良き伝統を継承し発展させながら、地域に根

ざし地域に愛され信頼される学校」をめざしています。本校ポスターの標語

に「不易流行」とあります。いつの時代でも変わらない伝統的・普遍的な良

さを大切にしながら、時代に即した新しい教育を取り入れていこうという気

持ちを込めています。「山高」はさまざまな「学びの場」を通して、生徒の

一人ひとりが力をつけて希望進路実現することを支援します。 

山本高校のアドミッションポリシー  
本校は、創立以来の「自主・自律」を重んじる伝統のなかで、広い教養を身につけるととも

に、思いやりの心や人権尊重の精神など、豊かな人間性を育む教育を目標にしています。普通

教科を、知的好奇心を持って幅広く学習することを通して、自己実現を図ろうとする生徒を歓

迎します。 

１） 本校志望の意志が強く、入学後も進んで勉学に励み、身につけた学力で進路を切り開いて 

 いく意欲のある生徒 

２） 得意分野を伸ばすだけでなく、苦手なことにも努力して取り組むことにより、自分を高め、 

より高い目標に向かって チャレンジしようとする生徒 

３） 部活動、学校行事、HR 活動、地域との交流などに積極的に参加し、そのなかで仲間とと 

もに成長しようとする意欲のある生徒 

４） 規則正しい生活ができ、将来、社会人として自立し、社会に貢献できるための必要な知識 

や態度を身につけるために、学校生活を地道に前向きに送ろうとする意志を持った生徒 

 

山高で 「学習」「部活」「行事」 に思いっきり取り組んでみませんか！ 

 

１年生（７０回生）の４月にアンケートで「高校で何

を頑張りたいですか？」と聞きました。その結果が右

のグラフです。ご覧のように「学習」「部活動」体育祭

や文化祭など「学校行事」を頑張りたいと答えた生

徒が大部分でした。３つのどれについても、山本高



校には、「学び」や「活動」の場があり、そこには「助け合い、時には競い合う仲間」がきっと見つかります。 

【学 習】 山高では「わかる授業」「わかったと実感できる授業」をめざしています。英語・数学では少人

数展開授業を取り入れています。今年度の第１回授業アンケートにおいては「授業の目標やポイントが分か

りやすいか」という問いに対して約８割の生徒が肯定的にとらえています。本校では 3年生の約７割の生徒

が大学・短大の進学を希望していますので、授業の難易度や扱う範囲内容も進学に耐えられるように考えて

行います。ですから、受け身だけの姿勢では不十分です。平素の家庭学習が大切になってきます。 

【部活動】 ２５の部・同好会が活発に活動しており、生徒の皆さんには部活動を強く勧めています。加入率

は約７割です。もっとたくさんの皆さんに部活動に参加して欲しいと思っています。 

【行 事】 ９割の生徒が「体育祭・文化祭は活発だと思う」と答えています。 

 

山高で頑張った！部活動  ダンス部編  

ダンス部は人気の高いクラブで、日々練習に励んでいま

す。今年の夏に２つの全国大会で表彰されました。１つは、

「ダンススタジアム決勝大会（8/17 パシフィコ横浜）」で「審

査員特別賞」受賞したこと、もう一つは、「全日本高等学校

チームダンス選手権大会・全国大会（9/20 北九州芸術劇

場）」でスモールチームが「審査員特別賞」を受賞したことで

した。3年生の藤原さんに想いを語ってもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「感謝は Sｔａｇｅで」 ～夏休みの活動を振り返って～ 

３年 藤原 もも（藤井寺市立道明寺中学出身） 

私は、ダンス部に入部して、今年で３度目の夏を仲間と過ごし、多くのことを経験することができました。 

夏の大会に出場するチームは、３学年の混成チームで、ぶつかることやうまくいかないことが、たくさん

ありました。練習では思い通りに踊れない悔しさで涙を流したこともありました。それでも、仲間と決めた

目標に向かって、毎日必死に練習し、全国大会出場が決まった瞬間、本当に嬉しくて仲間と抱き合って喜ん

だのを覚えています。全国の舞台では少し緊張しましたが、それ以上に仲間と踊れた喜びが大きく、いつも

通りの自分たちのダンスが出来たと思っています。踊り終わった後にたくさんの人に、「良かったよ」「かっ

こよかった」などと声をかけて貰えたことが何より嬉しかったです。 

この夏、私たちが全国の舞台に立てたのは、応援してくれる家族や友人、たくさんの人の支えがあったか

らだと思います。また、練習できる場所や環境のもと（*）、指導して下さる先生や大切な仲間と大好きなダン

スができることをとても幸せに思います。その感謝の気持ちを私たちはダンスで返せるように、一人でも多

くの人の心に伝わるダンスを心掛け、これからも頑張っていきたいと思います。 

注（*） 今年の夏休みは、普段練習場所としている剣道場が工事のため使用できず、近隣の学校の体育館をお借りし

たり、合宿を初めて行ったりして練習を続けてきました。 


